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Ⅰ．長崎大学環境科学部環境教育研究マネジメントセンターの概要  
1 センターの役割   
21世紀は、「環境の世紀」といわれる。環境問題への警鐘がさまざまな形で鳴らされる今日、環  
境問題は議論の対象としてだけでなく、解決や改善をはかるべき現実の課題としてとらえていかな  
ければならない。   
ところで、「環境」とはそもそも何をさすのか。端的に答えるならば、個としての人間とその外  
部との関係のことであり、外部には、人、社会、大地、自然や生態などがある。人と人（社会）との  










を高めることが必要であると考えている。   
環境科学部環境教育研究マネジメントセンターは、地域の行政、研究機関、教育機関、市民団体  
等と連携した環境教育研究に関するマネジメント活動を活性化することを目的として、2007年度  
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2 組織体制  
（1）名称   
長崎大学環境科学部環境教育研究マネジメントセンター   
（英名：EnvironmentalManagementCenterforResearchandEducation）  











◎深見 聡 准教授（2008年10月～、観光学・人文地理学）  
〔センター運営委員〕  
□高良真也教授 （2008年度、副学部長、環境化学）  
○中村 修 准教授（環境経済）  
西山雅也准教授（環境生物化学・土壌圏科学）  
姫野順一教授 （経済学）  










小川 明子（2008年10月～2009年1月）  
（3）住所・連絡先   
〒852－8521長崎市文教町1－14 長崎大学環境科学部本館1階  
電話＆ファクス番号：095・819・2720（深見）   
E－mail：fukami＠nagasaki－u．aC．jp  
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地域に表出している環！亮問題に対して、地域のニーズを把握し、環境科学部を構成する人間社   
会環境学系・環境保全設計学系の教員が有する教育研究成果（シーズ）とのマッチングをおこなう。   
具体的には、持続可能な地域づくりに寄与する調査研究の実施、講演・学習会・フォーラム・連   
続講座を開催し、知のネットワークの共有・発展を推進する。また、行政等が設置する審議会や   
委員会などの委員、アドバイザー派遣の支援もおこなう。  
（2）学生への教育   
学生が、フィールドワークや住民との意見交換をとおして、さまざまな環境問題に対する実情   
への理解を深めることを目的とした授業科目を展開する。また、インターンシップの派遣や受け   
入れ、セミナー等を開催し、学生の地域への関心喚起や地域をとおした学習・研究意欲の向上を   
図る。  
（3）情報発信・情報交換   
環境科学部と地域をつなぐ窓口として、地域共同研究・地域交流に関する相談や情報交換をお   
こなう。また、ニューズレターの発行やホームページ等により、環境科学部からの情報発信にあ   
たる。  
園Ⅰ－1事業内容  
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